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1Abstract
　The book “Shu” is one of the books of Qin bamboo slips purchased by the Yuelu Academy 
in December 2007, and consists of about 220 slips. We are going to make translation and 
annotation of “Shu” in the same manner as our work on “Suanshu-shu,” that is, the very first 
procedure is to decipher the letters from photographs with the following investigation of the 
results from the mathematical and historical viewpoints.
　This is the fifth released article based on our research and results in which we studied the 
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訳：少広。（広の数を並べた）最下に半があるので、 1 を 2 とし、半を 1 とし、これらを































































訳：（広の数を並べた）最下に 4 分の 1 があるので、1 を12とし、半を 6 とし、1―3 を 4 とし、















































































































































































訳：術にいう。少広に「最下に 3 分の 1 があるので、1 を以て 6 とする」という公式から（6, 






　　（3 1）ここでは、x÷（1+ 1―2 + 1―3 ）の計算を行うのだが、除数に 1―3 があるので、少広術を
用いて除数・被除数それぞれを 6 倍する。これが、「下有三分、以一爲六」である。
このとき、
　　　　　x÷（1+ 1―2 + 1―3 ）=　　　　　　　　　 = 6x―11



















訳： 1 人が 1 日 1 斗の食、 1 人が 1 日 1―2 斗の食、 1 人が 1 日
1―3 斗の食、 1 人が 1 日
1―4 斗の
食、 1 人が 1 日 1―6 斗の食である。全部で 5 人いて、米 1 石がある。
　　 （ 1 日に食べる）食糧の（比の）数に応じて米 1 石を分けようと思う。問う、各々いく
らを得るか。曰く、1斗を食する者は 4 斗4 4―9 升を得、
1―2 斗を食する者は 2 斗2
2―9 升を得、
1―3 斗を食する者は 1 斗4
22―27升であり、




注：（3 2）「斗食」とは 1 日 1 斗食べること。 1 日 2 食なので、1 食あたり 5 升である。「半
食」は斗食の半分で、１日 1―2 斗食べること。以下同様に、「參食」は 1 日
1―3 斗、「駟
食」は 1 日 1―4 斗＝2












　　　 　この算題では 1 日 1 斗食べる人、1日 1―2 斗食べる人、1日
1―3 斗食べる人、 1 日
1―4 斗

































































　　　 　 x 食者がy 6―z 斗を取り、六食の者が1
1―9 斗を取るので、x は 5 以下である。また六
食者は一日 1―6 斗食べるが、少広術によりこの
1―6 斗に60を掛けると10斗になる。これ
が1 1―9 斗になるので 9 で割っていることが分かる。同様に斗食者、半食者、三食者、























































　　　　　斗食者＝（15斗× 1 ）÷（1+ 1―2 + 1―3 + 1―4 + 1―6 ）＝6 6―9 斗
　　　　　半食者＝（15斗× 1―2 ）÷（1+ 1―2 + 1―3 + 1―4 + 1―6 ）＝3 3―9 斗
　　　　　三食者＝（15斗× 1―3 ）÷（1+ 1―2 + 1―3 + 1―4 + 1―6 ）＝2 2―9 斗
　　　　　四食者＝（15斗× 1―4 ）÷（1+ 1―2 + 1―3 + 1―4 + 1―6 ）＝1 6―9 斗




　　　　　三食者＝（5斗× 1―3 ）÷（ 1―3 + 1―4 + 1―6 ）＝2 2―9 斗
　　　　　四食者＝（5斗× 1―4 ）÷（ 1―3 + 1―4 + 1―6 ）＝1 6―9 斗






































訳： 倉の広は 2 丈 5 尺。禾 1 万石を容れるには袤を幾らにすればよいか。答にいう、袤は







注：（4 3）この「石」は体積、すなわち禾 1 石=12立方尺。
　　（44）高の長さが抜けているが、答から逆算すると高は 1 丈 2 尺となる。
　　（4 5）「石居十二尺」とは、禾 1 石を底面が 1 尺× 1 尺の直方体に容れたとき、高さが
12尺になること。
　　（4 6）上図のような直方体に入る禾の体積は広×高×袤。禾 1 石は12立方尺だから、














訳： 倉の広は 5 丈、袤は 7 丈、高さは 2 丈である。今粟が倉の中にあり、童の高さまで入っ
ている。粟 1 石は 2 尺 7 寸である。倉の体積および粟の容積はいくらかを問う。答に
いう、体積は 7 万立方尺で、粟の容積は2592525―27石である。術にいう、広と袤を掛けて、







































































　　　 体積= 1―6 {上広×上袤+下広×下袤+（上袤+下袤）×上広+（上袤+下袤）×下広}×
高…③
　　である。①②③は展開すると同じ式となる。























































































































　　　 これは方亭の体積の公式で上方、下方をそれぞれ上周、下周に、 1―3 を
1―36に置き換
えればよい。その理由は次のようである。円亭に外接する方亭を考えると、円周率
を 3 とすれば、上方、下方は各々上周―3 、
下周―3 となり、その体積は、












































































訳：一辺が 8 寸の玉がある。これを一辺が 1―2 寸の棋（立方体）にしたい。棋は何個できる
かを問う。答にいう、4096個。術にいう、 8 寸を置き、また 8 寸を置き、互いに掛け
合わせて64となる。また（64を置き、）…
注：（8 1）一辺が 8 寸の立方体から一辺が 1―2 寸の立方体が何個出来るか、という問題。術
文の計算は
8×8=64，64×64=4096




訓読： …丈、上袤四丈、高九尺。積尺八千六百四十尺を為す。 • 大凡三万五千九百四十尺。
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